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	【研究背景】 幹細胞とは，様々な細胞へと分化可能である多分化能と自己複製能をあわせ持つ細胞である．骨髄由来の間葉系幹細胞は最も古くに単離された幹細胞であり，脂肪細胞，骨芽細胞，軟骨細胞などの中胚葉由来の細胞に分化する能力があるとされてきた．そして，近年の研究では，間葉系幹細胞は内胚葉や外胚葉などへの胚葉を超えた分化可塑性を有することが明らかとなり，ヒトの体の中に天然に存在するため倫理的問題が少なく，最も安全な細胞源であると考えられている．加えて，間葉系幹細胞は組織損傷後の炎症部位へのホーミング能力...
	【結果】 間葉系幹細胞を分離するために，フォトリソグラフィー技術とエッチング技術を用いて独自に設計した鋸型電極を有する誘電泳動デバイスの作製に成功した．有限要素解析の結果，作製した鋸型電極は先行研究で使用される直線型の電極に比べ電場密度勾配が大きく，効率的に誘電泳動を生じさせられることが分かった（図 2）．また，作製した誘電泳動デバイス上で様々な周波数の交流電圧を使用して UE7T-13 と HL-60 の泳動挙動を個別に調査した結果，両細胞は同周波数において異なる泳動挙動を示した．
	【結論】 骨髄由来の間葉系幹細胞と同組織由来の前骨髄球を分離するために鋸型電極を有する誘電泳動デバイスの作製に成功した．本研究において独自に設計された鋸型電極は構造が比較的単純であり，同電圧を印加した際に直線型の電極デザインと比べより大きな電場勾配を生み出すことができるため，効率の良い誘電泳動が可能である．周波数と印加電圧の最適化後には，迅速かつ高い生存率を保ったまま遺伝子発現量の変化を伴わずに非標識で骨髄由来間葉系幹細胞を分離することができた．
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